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研究成果の概要 

IoT が都市に点在するスマートシティでは，データに基づく様々なサービスが日常生活をより豊

かにすることが期待される．その実現には，センサデータを統合し人の「感覚」に寄り添った情報を

取り出すための持続可能な基盤が不可欠である．本研究では都市 IoT センサを「人々の知覚」に

よって調整することで，種類・精度の異なるセンサデータを統合する「ユーザ参加型 IoT センサ調

整基盤」の創出を目指している． 

2022年度では，調整される IoT側のシステム・知覚データを集める参加型センシング側のシステ

ムの双方について研究開発を進めるとともに，両者を融合することによる「人の知覚模倣モデル」の

構築に向けたデータ収集実験を実施した．IoT側のシステムとしては，これまで対象としてきた公共

交通機関（路線バス）に加えて，新たに公共空間（屋内空間）や街路（屋外空間）にも適用範囲を

広げた実験を行っている．公共空間については 4 つの公共施設・飲食店を対象とした約 3 ヶ月の

データ収集実験を行うとともに，混雑度推定モデルを構築し，その有効性を検証している．また，屋

外版の BLE スキャナを開発し，駅周辺の街路・商店街における混雑度・人流分析に向けたデータ

収集実験を約 4 ヶ月実施している．加えて，開発した参加型センシングシステムを用いた駅前商店

街，および，路線バスにおける体感混雑度データ収集実験を実施し，IoT データ・知覚データから

なる大規模データセットを構築した． 

今後，これらのデータセットを用いて「人の知覚模倣モデル」を構築するとともに，その性能を評

価・報告する予定である． 
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